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１．道路の走りやすさマップについて 

従来の道路地図では、道路は、国道・都道府県

道などに区分されているが、それでは走りやすさ

の実状が把握しにくい。そこで、車線数・歩道設

置状況などの道路構造特性による「走りやすさ」

に着目して道路を区分した「道路の走りやすさマ

ップ（図１）」が作成された。 

 

図１ 道路の走りやすさマップ 

 

２．カーナビ等への活用について 

近年普及しているカーナビ等には、距離、時間、

渋滞・事故の情報等、多様な情報を総合的に利用

した経路検索ができるという利点がある。そこで、

道路の走りやすさマップをカーナビ等に活用する

ことで、よりバランスの良い経路検索が期待でき

る。これにより、運転疲労軽減、交通事故削減、

高齢者の安全運転支援、土地勘の無い観光客の利

便性向上等につながると期待される（図２）。 

 

図２ 高齢者の安全運転支援イメージ図 

そこで、カーナビ等関連の企業と、カーナビ等

への活用に向けた共同研究を行った。 

官側は、全国のデータの収集・提供、更新方法

の検討、社会的効果の整理、全体調整などを行い、

民側は、データの組み込み、ルート検索機能の開

発などを行った。 

 

３．国総研における成果 

(1)走りやすさデータ管理Webシステムの構築 

道路の走りやすさデータは、新設道路の反映等、

継続的に維持更新を行う必要がある。そのため、

データの品質管理・維持更新のツールとして、デ

ータの作成・蓄積・修正・更新等の機能を有した

「走りやすさデータ管理Webシステム」を構築した。 

(2)データ仕様検討 

民間に提供するデータは、共同研究における検

討の結果、カーナビ等のデータフォーマットと親

和性が高い、デジタル道路地図（DRM）に関連付け

たデータ形式で提供することとした。 

(3)社会的効果の整理 

道路の走りやすさマップのカーナビ等への活用

による効果を明確にするため、実走行実験等によ

り、社会的効果の整理を行った。 

結果、走りやすさランクが高い道路の方が、ド

ライバーの肉体的・精神的疲労が少なく、ヒヤリ

ハット発生頻度が低いことなどが確認された。 

 

４．今後の予定 

共同研究を通して、道路の走りやすさマップの

カーナビ等への活用のための基礎的環境を整えた。

今後も、民間における開発のフォローアップを行

う予定である。 
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１．下水道クイックプロジェクト 

国土交通省下水道部が技術的及び財政的支援を行

う「下水道クイックプロジェクト」が進行中である。

本プロジェクトは，多くの自治体が、人口減少，高

齢化の進展，厳しい財政事情といった問題を抱える

中、普及の遅れている地域において下水道の早期整

備を図るために、「早く，安く，機動的に」を合い

言葉に，従来方法にこだわらない新しい技術の導入

を試行的に行い，技術評価し全国的に普及させよう

とするものである。これまで，地方自治体から提案

のあった6技術について、自治体が試行的に施工した

現場を活用し機能性や施工性等の確認を行い、国が

総合的な技術評価を行う社会実験を実施しており

（図－1参照），2008 (平成20) 年度末には，この内

「流動化処理土の管きょ施工への利用」が技術評価

を終え，試行的な技術から一般的な技術へと移行し

た。 

２．流動化処理土の管きょ施工への利用 

 流動化処理土は，流動性と自硬性を有する埋戻し

材である。下水道管きょ等埋設物工事への適用に関

しては，転圧が不要，ポンプ圧送が可能，建設発生

土の有効利用が図れる等の利点を有しており，下水

道整備の困難な狭隘地区への適用が期待されている

（写真－1参照）。 

 

３．技術利用ガイドの策定 

本技術の円滑な導入及び普及促進と，適切な施工

による品質の確保を図るため，「下水道未普及解消

技術の利用ガイド（案）」を策定し，2009年(平成21

年)10月、本プロジェクトを紹介している下水道社会

実験ホームぺージ（http://www.mifukyu.go.jp/）に

て公表した。今後，他の技術についても順次，技術

評価を行い，早期に技術利用ガイドを策定，公表し

たいと考えている。 

 

 

 

図－1 一般化までのフロー・役割分担 
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写真－1 施工の様子 
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